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扉を開けた瞬間にビックリ！
横手事業所 新田 雄輝

工事立会いにおいて、非常用予備発電装置内への
営巣に気が付き、トラブルを未然に防いだ事例をご
紹介します。

〔状況〕
６月上旬の日曜日、お客さまより依頼のあった電
力需給用計器用変成器（ＶＣＴ）及び電力量計交換
の立会いと、非常用予備発電装置の停止措置を実施
しました。

〔調査〕
停電による工事開始の前に、非常用予備発電装置
が起動しないよう停止措置のため扉を開けた際、ラ
ジエーターファンの上の営巣に気が付きました。巣
を覗くと親鳥はいませんでしたが、卵を発見しました。
この状態で発電機が起動してしまうとファンやベ
ルトの周辺部品が壊れてしまうおそれがあったた
め、急いで停止措置を行いました。
鳥の侵入経路を探るため、非常用予備発電装置外
箱の外観点検を実施したところ、換気口に穴が空い
ていることを確認しました。

〔原因〕
発錆によって換気口や外箱下部に穴が空き、そこ
から鳥が侵入したと推測されます。月次点検時の簡
易手直しにより金属テープ等で目張りをしておりま
したが、風雨の影響で一部が剥がれている状況でした。

〔復旧〕
親鳥が近くで見ているかもしれないため、巣と卵
を別の場所に移しつつ外箱を清掃し、針金等の金属
物が挟まってないか注意しながら外観点検を実施し
ました。空いた穴に金属テープや布ウエスで目張り
を実施するとともに、発電機の起動に支障がないこ
とを確認しました。
お客さまへ現状の報告と空いた穴の補修をお願い
しました。

〔お客さまの声〕
お客さまから「営巣に気が付かないまま停電が発
生しなくてよかった。非常電源が確保されなかった
かもしれないと思うとゾッとする。巣の撤去と目張
りをしていただき、ありがとうございました。」と
感謝のお言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回は、前回点検日の４月下旬から６月上旬まで
の１か月半足らずの間に営巣されていました。幸い
にも停電により発電機が起動することがなかったこ
とから大事に至らずに済みました。
キュービクルや非常用予備発電装置は屋外に設置
されていることが多く、天候の影響を受けることか
ら外箱の劣化が顕著に現れます。
穴が空く前の定期的な塗装が大切であると再認識
した事例です。塗装や補修が必要か判断のむずかし
い場合は、いつでも当協会の担当者へご相談ください。
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ラジエーターファンの上の営巣と卵

7




